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令和5年も師走を迎え、学校では学期末の成績を決める段階に入っています。1学期末には、中学校の成
績というものがよく分かっていなかった1年生も、2学期はもう言い訳が効きません。クリスマス・お正月のプレ
ゼント･お年玉の査定にも響くのか（笑）学期末テストが終わっても、今まで以上に一生懸命授業に取り組ん
でいる姿が見られます。その一部を紹介します。

【1年１組 英語 今金教諭】 【１年２組 国語 田邊教諭】 【１年３組 美術 竹田教諭】
＜現在進行形の導入＞ ＜故事成語＞ ＜文字のデザイン＞
ALTのLani先生のｼﾞｪｽﾁｬｰを 漢字の小テストをした後に､ 自分の名前から1文字を取

見て、「彼女は〇〇していると 故事成語を使って短文を作る活 り、それに合ったモチーフと
ころです」を当てるクイズをし 動を行います。それぞれが作成 文字を組み合わせてデザイン
た後、新出単語の確認をして電 した短文を発表し、皆で共有し し作品に仕上げます。ﾎﾟｽﾀｰｶﾗ
話で友だちを誘う表現を用いた ていきます。そうすることで自 ｰの使用が初めてなので、水の
本文の理解に入ります。 分の分だけでなく、友達のもの 量や､線からはみ出さないよう
be+～ingにした時の語形変化 も覚えることができるので、ま に塗ることができるかどうか
に注意が必要です！ さに『一石二鳥』『一挙両得』 が大切になります。集中力も
<例>prepare ⇒ preparing です。 鍛えられます！


